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これ、食べられる?

『輝け雪』のまち ぬまた町

●令和２年度一般会計補正予算　
ほろしん温泉の運営持続化支援金
 ICTタブレット導入事業など

　高田議員がポートハーディ
地区との今後の交流について
質問したほか、８名の議員が
質問を行いました。

令和元年度決算について
　●一般会計
　●総括質問
　●一般会計・水道事業会計意見

第3回定例会 一般質問

決算特別委員会

2・3 4～8

12・13シリーズ検証 8

議会モニター委嘱 11

第2弾
　　●一般質問のその後を追う

質問者　　第2弾 長野議員「空き家を探す・売る」
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令和2年
第3回 定例会

9月17～18日

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が

開
か
れ
、
町
長
の
一
般
行
政
報

告
お
よ
び
教
育
長
の
教
育
行
政

報
告
の
後
、
ナ
イ
タ
ー
も
合
わ

せ
て
９
名
の
議
員
が
一
般
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
と
、

水
道
事
業
会
計
の
決
算
審
査
に

つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
集
中
審
査
を
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

◎
沼
田
町
農
産
加
工
場
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

農
産
加
工
場
を
民
間
企
業
の

指
定
管
理
と
す
る
た
め
の
条
例

改
正

ほ
ろ
し
ん
温
泉
ほ
た
る
館
経

営
持
続
化
支
援
金

民
生
費

•
社
会
福
祉
総
務
費

72
万
円
増

高
齢
者
等
の
ほ
ろ
し
ん
温
泉

入
浴
促
進
事
業
予
定
人
数
増

衛
生
費

•
予
防
接
種
費

１
６
８
万
円
増

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
全
町
民
無
料
と
す

る
た
め

•
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
運
営

費

７
２
６
１
万
円

町
立
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
損
失
助
成
金

商
工
費

•
商
工
総
務
費

１
７
０
万
円

日
本
酒
「
雪
な
ご
り
」
消
費

拡
大
支
援
補
助
金

土
木
費

•
公
園
管
理
費

１
１
０
万
円
増

名
誉
町
民
西
田
篤
正
氏
よ
り

い
た
だ
い
た
寄
附
を
合
わ
せ
て
、

桜
の
植
栽
を
行
う
も
の

教
育
費

•
沼
田
学
園
推
進
費５

４
１
万
円

デ
ジ
タ
ル
教
材
導
入
費
、
中

学
校
改
修
計
画
策
定
委
託
料
等

社
会
教
育
費

•
宿
泊
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

１
１
３
万
円
増

宿
泊
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
感
染
防
止
対
策
改
修
や
加
湿

器
の
購
入
費
等

保
健
体
育
費

•
ス
キ
ー
場
管
理
費３

０
５
万
円

高
穂
ス
キ
ー
場
再
整
備
計
画

作
成
委
託
料
等

◎
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
◎
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

◎
北
海
道
市
町
村
議
会
議
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

【
一
般
会
計
】

〈
主
な
内
容
〉

議
会
費

•
議
会
活
動
費

３
５
３
万
円

タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
購
入
費
や

シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
料
等

総
務
管
理
費

•
Ｏ
Ａ
管
理
費

４
８
６
万
円

住
民
基
本
台
帳
管
理
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

機
器
購
入
費

•
企
業
誘
致
等
推
進
費

26
万
円

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置

促
進
事
業
補
助
金

•
ス
コ
ー
レ
セ
ン
タ
ー
管
理
費

１
２
０
０
万
円

表紙の写真
「まるごと自然体験プロ
ジェクト」の一環として
ほろしんの森で展開され
ている「森のようちえん」
でのひとコマ。ヤマブド
ウの実に興味津々です。

【
特
別
会
計
】

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム

•
施
設
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業

２
８
０
万
円

介
護
施
設
に
お
け
る
従
事
者

の
業
務
負
担
減
少
、
感
染
拡
大

予
防
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
や
機

器
の
導
入
等

◎
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

小
西
克
典
氏
の
再
任
に
つ
い

て
同
意
し
ま
し
た

ほたる館の大浴場
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第３回定例会で議決された意見書
◆軽油取引税の課税免除特例措置の継続を求める意見書
　スキー場で使用する軽油の免税制度延長を求める

◆新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し
地方税財源の確保を求める意見書
　厳しい状況が予想される令和３年度の地方財政対策を求める

◆国土強靱化に資する道路の整備等に関する意見書
　より一層の道路整備推進や、管理の充実・強化が図られるよう求める

今回の定例会の傍聴者は昼・夜合わせて26名の他、
試験的にふれあいロビーでの中継も行いました。

みなさまの傍聴をお待ちしています。

ペットボトルのキャップは現在燃えるゴミに出すだけ
なので、是非とも回収を再開した方が良いと思う。ワク
チンで子どもが助かるならするべき。 （40代・女性）

傍聴席の生の声

第
６
回
臨
時
会

令
和
２
年
７
月
３０
日

第
７
回
臨
時
会

令
和
２
年
１０
月
９
日

◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

•••••••

過去の議会広報や
　議事録が見られます。

「沼田町議会」
で検索!

スマートフォンは
⬅こちらから

町議会の
ホームページを
ご利用ください

••◎
令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

••
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問

子
育
て
交
流
ひ
ろ
ば

は
子
ど
も
の
遊
び
場
・
一

時
預
か
り
や
保
護
者
の
交
流
な

ど
の
補
完
と
し
て
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
事
業
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
っ
た
が

利
用
状
況
は
昨
年
１
６
７
８
名

で
あ
り
、
当
初
計
画
の
半
分
以

下
で
あ
っ
た
。
当
初
ニ
ー
ズ
調

査
や
施
設
の
運
営
に
問
題
が
あ

っ
た
の
か
聞
き
た
い
。

子
育
て
交
流
広
場
の
利
用
状
況
と
運
営

利
用
し
や
す
い
環
境
を
進
め
た
い

問答

河
川
整
備
計
画
と
事
前
放
流

事
前
放
流
は
本
年
未
実
施
、河
川
整
備
は
生
態
系
に
配
慮

問答

保
護
者
同
士
の
交
流
事
業
は

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
親
子

交
流
事
業
で
実
施
を
し
て
い
る

た
め
別
立
て
で
の
実
施
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

一
時
預
か
り
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
と

し
て
、
新
し
い
体
制
を
整
え
て

お
り
ま
す
。
来
場
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
や
聞
き
取
り
な
ど
を

実
施
し
、
利
用
し
や
す
い
開
館

日
と
時
間
な
ど
の
変
更
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
行
き
た
い
。

30
年
度
の
予
算
は
施
設
整
備

事
業
費
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

次
年
度
以
降
の
予
算
額
が
下
が

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援
に

力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

問
激
甚
化
す
る
昨
今
の
豪

雨
災
害
に
つ
い
て
、
今
年

４
月
に
事
前
放
流
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
国
が
示
し
た
。
利
水
者
と

の
調
整
や
事
前
に
ル
ー
ル
を
決

め
て
お
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

沼
田
町
に
関
連
し
た
河
川
や
ダ

ム
で
事
前
放
流
を
検
討
し
た
こ

と
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
平
成

29
年
に
作
成
の
石
狩
川
水
系
河

川
整
備
計
画
で
は
雨
竜
第
一
ダ

ム
の
か
さ
上
げ
と
河
道
掘
削
を

計
画
し
て
い
る
が
影
響
は
な
い

の
か
。

更
に
は
雨
竜
川
に
お
い
て
希

少
動
物
や
ヌ
マ
タ
ナ
ガ
ス
ク
ジ

ラ
の
化
石
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与

す
る
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
り

河
川
整
備
で
懸
念
さ
れ
る
環
境

生
態
系
へ
の
配
慮
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。事

前
放
流
に
つ
い

て
、
本
町
で
は
雨
竜

川
に
関
連
す
る
鷹
泊
ダ
ム
を
始

め
沼
田
ダ
ム
な
ど
が
対
象
で
す
。

６
月
に
石
狩
川
水
系
の
治
水
協

定
が
締
結
さ
れ
、
洪
水
調
整
可

能
容
量
の
範
囲
内
で
ダ
ム
管
理

者
が
実
施
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

沼
田
町
の
関
連
す
る
ダ
ム
の

事
前
放
流
判
断
基
準
は
全
て
が

降
水
量
１
２
０
㍉
で
す
。
沼
田

町
や
改
良
区
が
管
理
す
る
河
川

と
ダ
ム
で
、
現
時
点
で
事
前
放

流
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。

事
前
放
流
は
予
測
に
応
じ
て

洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
放

流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
時
的

に
調
整
活
用
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
河
川
整
備
計
画
へ
の

影
響
は
な
い
も
の
と
国
か
ら
も

確
認
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

希
少
動
植
物
や
化
石
に
対
し

て
、
沼
田
町
は
化
石
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
も
、
河

川
管
理
者
と
事
前
に
連
携
を
と

り
な
が
ら
生
態
系
と
資
源
の
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

鵜野 範之
議員

畑地 誉
議員

地域ぐるみで子育てを
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ポ
ー
ト
ハ
ー
デ
ィ
と
の
今
後
の
交
流
は

歴
史
語
り
部
の
育
成
と
資
料
館
の
活
用
を

現
中
学
３
年
生
の
希
望
に
は
個
別
に
対
応
し
て
い
く

展
示
施
設
の
整
備
を
進
め
た
い

交
流
協
会
と
協
力
し
て
対
応
で
き
る
環
境
を
作
る

語
り
部
認
定
制
度（
仮
称
）を
創
設
し
た
い

問

問

教
育
長
答

教
育
長
答

町
長
答

町
長
答

問
こ
れ
か
ら
の
交
流

協
会
の
あ
り
方
と
し

て
、
次
の
世
代
を
担
う
青

年
層
が
育
っ
て
い
な
い
た

め
、
主
力
メ
ン
バ
ー
の
代

替
わ
り
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
。
派
遣
団
の
選
考

に
は
、
経
済
的
な
こ
と
や

仕
事
の
関
係
な
ど
課
題
も

多
い
が
、
派
遣
時
期
も
含

め
て
見
直
す
考
え
は
な
い

の
か
。
も
っ
と
交
流
協
会

と
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

教
育
長
へ
の
質
問

来
年
も
派
遣
実
施
が
で

き
な
い
と
、
現
中
学
３
年
生
と

２
年
生
は
参
加
す
る
機
会
が
な

く
な
る
。
来
年
の
状
況
に
よ
っ

て
、
派
遣
す
る
用
意
が
あ
る
の

か
聞
き
た
い
。
特
に
現
３
年
生

に
つ
い
て
は
、
機
会
が
あ
れ
ば

優
先
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、

個
別
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

せ
っ
か
く
築
い
て

き
た
交
流
が
途
絶
え

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
て
は
困

る
の
で
、
教
育
委
員
会
や
交
流

協
会
と
協
力
し
て
対
応
で
き
る

環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

現
中
学
３
年
生
か
ら
も
参
加

し
た
い
と
い
う
声
を
聞
い
て
い

ま
す
。
来
年
以
降
で
も
希
望
が

取
れ
る
よ
う
に
個
別
に
対
応
し
、

町
長
や
交
流
協
会
の
同
意
を
得

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
私
た
ち
の
郷
土
沼
田
町

の
歴
史
を
伝
え
て
い
く
た

め
に
、
経
験
豊
か
な
高
齢
者
か

ら
話
を
聞
き
、
そ
れ
を
伝
承
し

て
い
く
人
材
を
「
語
り
部
」
と

し
て
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

沼
田
町
の
歴
史
を
伝
え
る
ふ

る
さ
と
資
料
館
は
、
閉
鎖
さ
れ

た
ま
ま
で
す
。
こ
れ
を
な
ん
と

か
改
修
す
る
方
向
で
考
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
長
へ
の
質
問

子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
歴
史

を
学
ば
せ
る
た
め
に
は
、
本
だ

け
で
は
な
く
実
物
に
さ
わ
ら
せ

て
あ
げ
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

一
時
的
な
保
管
場
所
で
は
な
く
、

資
料
を
大
切
に
収
蔵
し
、
展
示

も
で
き
る
施
設
を
早
く
整
え
て

ほ
し
い
。

現
在
、
公
共
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
大
き

な
も
の
に
も
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
、

今
の
資
料
館
改
修
に
多
額
の
費

用
を
投
資
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
判
断
し
ま
す
。

郷
土
愛
を
高
め
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
が
語
り
部
と
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
認
定
制
度
（
仮

称
）
を
創
設
し
、
知
的
財
産
を

後
世
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
長

郷
土
の
歴
史
伝
承
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
配
布

し
て
い
る
副
読
本
「
私
た
ち
の

沼
田
」
で
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

資
料
館
の
収
蔵
物
は
、
現
在
複

数
の
施
設
で
保
管
や
一
部
展
示

を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
副
読

本
を
見
て
、
実
物
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
早
く
統

一
し
た
展
示
を
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

閉鎖されたままのふるさと資料館

高田 勲
議員

上野 敏夫
議員

高
田
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
「
＃
北
海
道
沼
田
町
」で
町
を
挙
げ
て
情
報
発
信
を

答
町
民
と
行
政
が
一緒
に
な
っ
て
発
信
す
る
環
境
を
作
る

平成30年度ポートハーディディ派遣団
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農
業
振
興
基
金
の
運
用
と
財
源
は

計
画
的
な
財
源
確
保
に
取
り
組
む

問答

町
民
会
館
を
葬
儀
な
ど
に
使
い
や
す
く

関
係
者
の
理
解
を
得
ら
れ
た
上
で
調
整
し
た
い

問答

問
農
業
振
興
基
金
は
農
業

総
合
対
策
事
業
を
中
心
に

活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
度

末
で
１
億
２
千
万
円
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。
予
算
ベ
ー
ス
で

年
間
約
１
千
７
百
万
円
の
基
金

の
取
崩
し
を
計
上
す
る
中
、
基

金
の
財
源
確
保
や
今
後
の
運
用

を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
農
地
流
動
円
滑
化
事

業
は
農
地
の
集
約
化
に
効
果
的

で
あ
り
今
後
も
必
要
と
考
え
る

が
、
こ
の
予
算
も
基
金
か
ら
繰

入
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
振

興
対
策
も
含
め
見
直
し
が
行
わ

れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

農
業
振
興
基
金
は

近
年
の
充
当
実
績
で

推
移
す
る
と
、
10
年
以
内
に
基

金
が
枯
渇
す
る
恐
れ
が
あ
り
、

ラ
イ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
の
改
修

事
業
な
ど
実
施
す
る
場
合
に
は
、

更
に
前
倒
し
も
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
町
独
自
の
農
業
振
興
策
の

重
要
な
財
源
で
あ
り
、
計
画
的

な
財
政
運
営
に
よ
り
確
保
し
て

い
き
ま
す
。

問
町
民
会
館
の
活
用
方
法

と
稼
働
率
向
上
の
取
り
組

み
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
稼

働
率
が
上
が
ら
な
い
の
は
換
気

シ
ス
テ
ム
が
原
因
で
は
な
い
か
。

近
年
、
町
外
で
の
葬
儀
会
場

の
利
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、

高
齢
者
を
中
心
に
葬
式
に
行
け

な
い
と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
町
内
商
工
業
者
の
経
済

的
損
失
に
も
つ
な
が
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
町
民

会
館
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
活
用

し
葬
儀
場
と
し
て
利
用
し
や
す

く
で
き
な
い
か
。

町
民
会
館
は
、
設

備
な
ど
が
葬
儀
仕
様

で
な
い
こ
と
か
ら
利
用
が
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。

以
前
に
も
葬
儀
場
化
に
つ
い

て
検
討
さ
れ
、
寺
院
の
運
営
に

影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
断

念
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

葬
儀
全
般
に
わ
た
り
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
請
負
う
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
優
先
順
位
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
施
設
利
用
の
方

策
と
し
て
検
討
の
余
地
が
あ
り
、

関
係
す
る
方
々
の
意
向
や
情
報

収
集
を
行
い
ま
す
。

教
育
長

町
民
会
館
は
貸
館
と
し
て
団

体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
使
用
希

望
に
応
じ
利
用
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
の
が
現
状
で
す
が
、
他

の
方
法
で
稼
働
率
が
上
が
る
の

か
検
討
し
ま
す
。

換
気
の
空
調
設
備
は
、
建
築

基
準
法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
を

ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

コ
ロ
ナ
に
関
す
る
基
準
が
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
状
況
を

見
な
が
ら
対
処
し
ま
す
。

伊藤 淳
議員

平成8年から稼働する
スノークールライスファクトリー

町民会館

久保 元宏
議員

伊
藤
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
公
共
施
設
の
在
り
方
の
今
後
は

答
町
有
地
の
土
地
利
用
計
画
と
町
の
将
来
像
を
今
年
度
中
に

ま
と
め
た
い

久
保
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
町
民
の
Ｊ
Ｒ
へ
の
声
を
ど
の
よ
う
に
聞
く
の
か

答
ふ
る
さ
と
創
造
懇
談
会
で
の
意
見
も
踏
ま
え
、Ｊ
Ｒ
を
利

用
す
る
関
係
者
の
意
見
集
約
を
し
た
い

農
業
振
興
対
策
及
び
農
地
流

動
化
対
策
は
本
町
農
業
の
持
続

的
発
展
を
図
る
に
重
要
な
事
業

で
あ
り
、
農
業
関
係
機
関
の
意

見
を
聞
き
、
新
た
な
視
点
で
の

検
討
を
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
会
長

人
・
農
地
プ
ラ
ン
か
ら
推
察

す
る
と
、
今
後
数
年
で
１
千
ha

の
農
地
の
移
動
も
予
想
さ
れ
る

の
で
、
農
地
流
動
化
対
策
事
業

は
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。
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感
染
症
対
策
に
安
心・安
全
を
優
先
す
べ
き

長
期
戦
を
考
え
、緊
急
度
の
高
い
も
の
か
ら
実
施

問答

町
民
と
つ
な
が
る
た
め
の
住
環
境
対
策
を

今
の
制
度
に
な
い
も
の
は
対
応
を
検
討

問答

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
家

庭
内
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な

り
、
水
道
使
用
量
も
増
え
て
い

る
。
町
全
体
の
使
用
量
に
変
動

は
な
い
よ
う
だ
が
、
飲
食
店
や

理
容
業
な
ど
の
停
滞
で
相
殺
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
予
想

さ
れ
、
安
心
し
て
手
を
洗
う
た

め
に
水
道
料
の
減
免
を
し
て
ほ

し
い
と
い
う
町
民
の
要
望
が
あ

る
。誰

で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け

ら
れ
る
状
況
に
な
い
中
で
は
、

体
温
チ
ェ
ッ
ク
は
重
要
で
あ
り
、

役
場
や
公
共
施
設
に
入
る
際
に
、

簡
単
に
体
温
が
測
れ
れ
ば
安
心

に
つ
な
が
る
。

町
民
の
安
心
・
安
全
が
優
先

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
こ
れ
ら
は

優
先
事
項
で
は
な
い
の
か
、
町

長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

問
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
る
と
、
沼
田
町
に
移
住

し
て
き
た
人
に
は
引
っ
越
し
費

用
の
助
成
が
あ
る
よ
う
に
見
え

て
し
ま
う
が
、
実
際
に
は
自
営

業
な
ど
は
該
当
し
な
い
。
沼
田

町
に
移
住
し
た
人
は
全
員
該
当

に
で
き
な
い
の
か
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
は
現
在
は
や
め
て
い
る
が
、

今
後
方
法
な
ど
を
調
査
検
討
し

て
再
開
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

今
、
食
糧
基
地
で
あ
る
北
海

道
の
核
の
ゴ
ミ
問
題
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
。
町
長
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
沼
田

町
は
子
ど
も
向
け
施
策
は
多
い

が
親
の
満
足
に
つ
な
が
ら
な
い

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
こ
れ
を

ど
う
受
け
止
め
る
か
。

引
っ
越
し
費
用
助

成
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

構
成
は
誤
解
の
な
い
よ
う
に
修

正
し
ま
す
。
今
の
制
度
で
対
象

に
な
ら
な
い
も
の
は
今
後
検
討

し
ま
す
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
に
つ
い

て
は
、
回
収
業
者
ま
で
の
運
送

方
法
を
含
め
事
業
再
開
を
検
討

し
ま
す
。

核
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
豊

か
な
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
に
不
要
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
対
策
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
こ
と
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
周
知
の
方
法
が
不
適
切

で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
伝
わ
る

よ
う
改
善
し
ま
す
。

篠原 暁
議員

篠
原
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
災
害
弱
者
へ
の
支
援
は
当
事
者
目
線
で

答
要
配
慮
者
へ
の
対
応
を
想
定
し
た
上
で
準
備
を
行
う

大
沼
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
町
民
に
で
き
る
こ
と
は

答
科
学
的
根
拠
に
基
づ
き
正
確
な
情
報
を
提
供
し
た
い

補正予算で設置されるサーマルカメラ

大沼 恒雄
議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
戦
い
は
長

期
戦
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
緊
急
性
が
あ
り

優
先
度
の
高
い
も
の
か
ら
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
。
な
お
、

上
下
水
道
料
の
支
払
い
が
困
難

な
方
は
猶
予
で
き
ま
す
の
で
、

改
め
て
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

役
場
に
お
い
て
は
入
口
の
消

毒
液
や
カ
ウ
ン
タ
ー
の
間
仕
切

り
設
置
と
、
定
期
的
な
換
気
な

ど
感
染
防
止
対
策
に
努
め
て
い

ま
す
。
無
人
体
温
測
定
器
の
設

置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
安

価
な
も
の
が
出
て
き
て
い
る
よ

う
な
の
で
調
査
の
上
検
討
し
ま

す
。
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空
き
家
バ
ン
ク
と
宅
建
業
者
と
の
連
携
を

行
政
と
民
間
の
力
の
活
用
を
検
討
す
る

問答問
人
口
減
少
が
加
速
す
る

中
、
空
き
家
・
空
き
店
舗

は
老
朽
化
が
進
み
、
待
っ
た
な

し
の
課
題
だ
。

現
在
の
空
き
家
バ
ン
ク
は
売

買
成
立
の
可
能
性
が
低
く
発
信

の
仕
方
や
制
度
の
早
急
な
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

個
人
間
の
売
買
成
立
は
あ
る

が
未
来
を
見
据
え
た
町
づ
く
り

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
セ
ー

ル
ス
ポ
イ
ン
ト
が
見
え
な
い
。

外
観
写
真
の
工
夫
、間
取
り
・

室
内
写
真
無
し
、
売
買
価
格

や
更
新
日
不
明
な
ど
、
魅
力

あ
る
発
信
に
な
っ
て
い
な
い
。

「
田
舎
暮
ら
し
の
本
（
宝
島

社
）」
に
沼
田
町
旭
町
の
物

件
が
掲
載
さ
れ
、
買
い
手
が

殺
到
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
今
、
発
信
対

象
は
全
国
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
現
在

の
空
き
家
バ
ン
ク
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
る
か
。

心配される空き家問題

長野 時敏
議員

２
点
目
に
、
行
政
の
範
疇
を

超
え
て
、
売
買
交
渉
の
仲
介
が

期
待
で
き
る
宅
地
建
物
取
引
業

者
の
企
業
誘
致
に
よ
り
、「
人
・

物
・
金
」
が
動
き
出
し
、
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
の

発
信
の
仕
方
は
、
工

夫
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
空
き
家
バ
ン

ク
だ
け
が
空
き
家
対
策
で
は
な

く
、
個
人
間
の
売
買
や
賃
貸
に

よ
る
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
も
さ
れ
て

い
ま
す
。

民
間
で
な
く
行
政
が
取
り
組

む
こ
と
は
、
法
律
上
の
困
難
が

あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
き
め
細
か
い
取
り
組

み
と
し
て
、
首
都
圏
で
不
動
産

業
に
従
事
し
て
い
た
人
材
を
９

月
か
ら
定
住
支
援
員
と
し
て
採

用
し
、
対
応
し
て
行
き
ま
す
。

宅
地
建
物
取
引
業
者
に
つ
い

て
は
、
優
先
し
て
町
内
企
業
に

取
り
組
ん
で
も
ら
う
導
き
方
が

大
切
で
す
。
行
政
の
職
員
が
で

き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
、
民
間
の
力
を
活
用
す
る

視
点
も
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま

す
の
で
検
討
し
ま
す
。

長
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
老
後
も
安
心「
も
し
も
年
金
制
度
」の
創
設
を

答
公
共
性
に
疑
問
が
あ
り
行
政
が
行
う
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ま
す

　議員が定例会ごとに行う一般質問は、その後どうな
ったのか。実現したものだけでなく途上のものは実現
の可能性を探ります。シリーズ第２弾は昨年12月の定
例会における長野議員の質問です。

質問をする長野議員

一般質問のその後を追う

　空き家になることが予想される物件の処分に不安を
持っている方が少なくありません。
　昨年12月の議会で、空き家バンクやインターネット
申請フォームの整備、宅地建物取引士免許取得の支援、
宅地取引の仲介を認めることなどを質問しましたが、
改善が見られず、９月定例議会で再度質問しました。

空き家を探す・売る 長野 時敏 ■経　過
　長野議員の意見をもとに、移住定住情報
公式サイト空き家バンクは、改善に向け当
面の間「調整中」とさせていただいていま
す。今後、町民の皆さんのニーズに応えら
れるよう、空き家情報の改善、町内の宅地
建物取引業者との連携や免許取得希望者へ
の助成などを検討します。 【住民生活課】

シリーズ検証
第２弾
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登
別
市

登
別
自
然
活
動
支
援
施
設

モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

鉱
山
跡
地
利
用
を
目
的
と
し
、

自
然
を
活
用
し
た
体
験
活
動
の

提
供
と
サ
ポ
ー
ト
や
地
元
ガ
イ

ド
を
養
成
し
、
人
材
バ
ン
ク
を

設
置
し
て
い
ま
し
た
。

組
織
運
営
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
す
る
人
材
が
地
域
に
い
た
こ

と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に

自
然
に
あ
る
物
を
利
用
し
、
社

会
教
育
と
し
て
人
を
育
て
組
織

を
生
み
出
す
活
動
に
よ
り
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
成
し
て

い
ま
し
た
。

苫
小
牧
市

特
定
非
営
利
活
動
法
人

い
ぶ
り
自
然
学
校

森
林
の
保
全
活
動
を
中
心
に

民
間
の
施
設
を
借
り
受
け
活
動

の
拠
点
と
し
て
い
ま
し
た
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
は
少
数
で
あ

り
、
安
全
に
配
慮
し
た
ガ
イ
ド

を
徹
底
し
、
指
導
者
を
育
成
す

る
研
修
も
行
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
に
つ
い
て
は
、
不
特

定
多
数
か
ら
特
定
少
数
に
し
、

「
働
く
」
と
「
余
暇
を
楽
し
む
」

自
然
体
験
型
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提
供
し
て

い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
か
ら
、
飲
食
業

や
観
光
業
を
中
心
と
し
て
あ
ら

ゆ
る
経
済
活
動
が
停
滞
し
て
い

る
。
感
染
症
が
い
つ
収
束
す
る

か
わ
か
ら
な
い
現
在
、
活
動
停

止
状
態
か
ら
少
し
で
も
脱
却
で

き
る
よ
う
、
感
染
症
に
対
応
し

た
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

重
要
で
あ
る
と
考
察
す
る
。

調
査
中
間
報
告
で
は
、「
ま

る
ご
と
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
事
業
と
幌
新
地
区
や
現
存

す
る
資
源
を
融
合
す
る
こ
と
で
、

沼
田
町
の
特
色
あ
る
観
光
メ
ニ

ュ
ー
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
交
流
し
た
人
々

の
関
係
が
深
ま
り
、
更
な
る
輪

が
広
が
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

行
政
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か

検
証
す
る
と
し
た
こ
と
か
ら
、

自
然
体
験
と
観
光
を
軸
に
し
て

交
流
人
口
か
ら
関
係
人
口
に
繋

げ
る
可
能
性
を
調
査
し
ま
し
た
。

下
記
の
４
点
を
付
し
て
調
査

報
告
を
し
ま
し
た
。

報
告
書

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
報
告

観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
創
出

視
察
報
告
▼
８
月
５
日
〜
６
日

登別市での視察

沼田式自然体験観光メニューの構築
 自然体験により、利用者が滞在期間中に沼田町を満喫できるメニュー作りと、感染症に配慮した屋
外での活動を提案することが重要であり、新たな気づきや生きる力を育む場としての活用が必要と
考える。また、基幹産業である農業の体験や沼田町の特徴である雪と親しむメニューを目指すべき
である。

１

交流人口と関係人口
 コロナ禍に配慮した環境で交流できる状況を提供しながら、インバウンドだけでなく特定少数の来
町者と信頼される関係性を構築し、リピート率を高め町民との交流を促進することが必要である。
また、関係人口として発展させ沼田町の応援団の増加や移住・定住に繋がることが重要と考える。

４

ご当地グルメの開発・提供
 観光の目的として食は欠かせない要件である。本町でしか味わえない地元食材を生かした魅力ある
食の開発は急務と考える。また、食堂などで統一した基準のもとで作られる食事も検討する必要が
ある。

２

人材育成と組織作り
 事業運営の中心的役割を果たすスタッフの人材育成と、地元住民の協力体制が活動を支える要因で
あることから組織編成が必要である。また、活動拠点や宿泊は、周辺施設の有効利用を進めること
が重要と考える。

３
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モ
ニ
タ
ー
の
皆
様
に
小
峯
議
長

よ
り
委
嘱
状
を
交
付
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
土
山
教
授

か
ら
は
「
議
会
は
町
民
と
つ
な

が
れ
る
か
」、
西
科
代
表
か
ら

は
「
沼
田
町
議
会
の
改
革
〜
町

民
目
線
を
中
心
に
〜
」
と
題
し

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
会
で
は
初
の
試
み
で
し
た

が
、
町
民
の
方
々
を
は
じ
め
近

隣
市
町
の
議
会
議
員
の
多
く
の

皆
様
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
活
動

で
情
報
の
共
有
、
公
開
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

栗
山
町

９
月
２
日

平
成
18
年
、
全
国
に
先
駆
け

て
議
会
基
本
条
例
を
制
定
さ
れ

た
栗
山
町
議
会
に
、
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

信
頼
さ
れ
る
議
会
に
向
け
て
、

徹
底
し
た
情
報
の
公
開
と
共
有
、

住
民
参
加
の
機
会
の
保
障
、
積

極
的
な
議
員
間
の
討
議
を
三
本

の
柱
と
し
、
４
年
半
の
議
会
改

革
の
実
践
の
上
に
議
会
基
本
条

例
の
策
定
を
さ
れ
、
幾
度
か
の

改
正
を
経
な
が
ら
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度

や
議
会
中
継
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
活
用
や
住
民
参
加
に
よ
る
議

会
報
告
会
な
ど
の
活
動
状
況
や

こ
れ
ま
で
の
経
過
に
つ
い
て
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

８
月
29
日
に
議
会
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
機

会
と
し
て
「
町
民
と
つ
な
が
る

議
会
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
、
10
名
の

視
察
報
告

公

開

研

修

会

挨拶をする鵜野委員長

●土山 希美枝氏
龍谷大学政策学部教授
●西科 　　純氏
議会技術研究会共同代表
　２名のサポーターに委嘱状
の交付がなされました。

議会サポーターのご紹介

議会は動きます！



11

洞爺湖町（自主防災組織について）
2000年には有珠山噴火を経験しており、当時人口
10,300人のうち9,935人が53ヵ所に避難をした経験を持
つ。そのため数十年サイクルで噴火する火山と共生し、
自主防災組織を立ち上げ、訓練や防災の知識習得に前
向きである。自助公助の間に位置する共助は、自主防
災組織そのもので、災害があった際に行政からの支援
を被災者へスムーズに繋げるには重要な役目を担い、
災害時に避難所の運営を期待されています。

総務民教建設常任委員会

千歳市防災センター
　千歳市防災学習交流センター『そなえーる』
は、災害を「学ぶ・体験する・備える」をキー
ワードに、災害の擬似体験をしながら防災に関
する知識や行動を学ぶことができる国内でも有
数の防災学習ができる施設です。

 町民の皆様と共に
議会改革特別委員会

公
開
研
修
会
後
の
意
見
交
換

会
に
、
当
日
参
加
の
モ
ニ
タ
ー

の
方
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
町
民
に
わ
か
り
や
す

い
言
葉
で
説
明
し
て
ほ
し
い
」

「
議
会
改
革
の
項
目
に
つ
い
て

知
り
た
い
」、
な
ど
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
町
民
の
声
と
し
て

受
け
止
め
、
議
会
改
革
の
推
進

に
活
か
し
て
行
き
ま
す
。

議会モニターに10名を委嘱!
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

臼
井
寛
子
さん

近
藤
吟
子
さん

佐
藤
松
雄
さん

柴
田
弘
美
さん

長
原

誠
さん

林

里
美
さん

久
本
伸
生
さん

藤
村
健
一
さん

村
上
信
吾
さん

渡
辺
幸
恵
さん意見交換会参加のモニターの皆さん

消防署と隣接され
広域の防災拠点にもなる

東日本大震災など過去の地震と
同じ揺れ方を体験できます広域版有珠山火山防災マップ

伊達市防災センター
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﹇
ふ
る
さ
と
納
税
﹈

上野議員

前
年
度
に
比
べ

１
億
３
千
万
円
の

減
額
に
な
っ
た
。
近
隣
で
は
下

が
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
要
因
は
何
か
。

寄
附
を
集
め
る
サ

イ
ト
は
１
サ
イ
ト
で

ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
が
、
そ
の

状
況
を
踏
ま
え
て
増
や
し
た
。

品
物
に
対
す
る
寄
附
だ
け
で
な

く
、
次
に
つ
な
げ
る
た
め
町
全

体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
共
感
し
て
も
ら

え
る
環
境
を
作
っ
て
行
き
た
い
。

反
省
も
踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

﹇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
﹈

久保議員

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
完
成
形
は
ど
の

様
な
内
容
な
の
か
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
置
か
な
い
の
か
。

教
育
長

沼
田
町
に
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
要
素
を
既

に
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
考
え
も

あ
る
。
引
き
続
き
地
域
の
方
に

支
援
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
し
計

画
に
沿
っ
て
実
行
し
て
行
き
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
配
置
を
検
討
し

た
い
。

﹇
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
助
成
﹈

地
元
に
高
校
が
な
い
の
で
該

当
す
る
子
ど
も
を
把
握
で
き
る

仕
組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

助
成
例
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、

や
る
気
を
引
き
出
す
循
環
を
作

り
だ
せ
な
い
か
。

教
育
長

高
校
生
に
対
し
て
の

Ｐ
Ｒ
が
不
足
し
て
い
た
。
今
後

は
保
護
者
に
対
し
周
知
し
て
い

き
た
い
。

私
と
し
て
は
頑
張

っ
て
い
る
子
ど
も
た

ち
を
応
援
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
で
予
算
を
拡
充
し
た
。
学
校

と
も
連
携
を
し
な
が
ら
フ
ォ
ロ

ー
出
来
る
環
境
に
持
っ
て
い
き

た
い
。

﹇
移
住
定
住
に
つ
い
て
﹈

３
０
０
０
人
を
維
持
す
る
対

策
と
田
舎
暮
ら
し
２
３
０
項
目

で
漏
れ
た
課
題
へ
の
対
策
は
。

交
流
人
口
か
ら
関

係
人
口
へ
、
関
係
人

口
か
ら
移
住
人
口
に
、
そ
こ
か

ら
定
住
人
口
に
繋
げ
て
い
く
考

え
の
も
と
、
ち
ょ
こ
っ
と
移
住

な
ど
定
住
者
に
結
び
付
け
て
い

き
た
い
。
２
３
０
項
目
は
物
理

的
に
解
決
出
来
な
い
も
の
も
あ

る
。今

後
も
引
き
続
き
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

﹇
観
光
に
つ
い
て
﹈

あ
ん
ど
ん
・
化
石
・
ほ
た
る

の
３
つ
を
合
わ
せ
る
手
法
は
な

い
の
か
、
ア
ピ
ー
ル
が
不
足
し

て
い
る
の
で
は
。

３
つ
を
合
わ
せ
る

視
点
だ
け
で
な
く
、

地
域
資
源
の
総
合
的
な
取
り
ま

と
め
を
専
門
的
に
担
う
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
員
を
配
置
し
、
検
討
着

手
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ほ
た
る

研
究
会
で
の
原
点
は
守
っ
て
い

き
た
い
。

﹇
食
料
貯
蔵
流
通
備
蓄
基
地
構

想
﹈

伊藤議員

毎
年
予
算
計
上

が
あ
る
中
、
雪
を

保
管
す
る
予
算
だ
け
で
は
な
く

構
想
を
一
歩
で
も
前
に
進
め
て

ほ
し
い
。

◎
歳
入
決
算
額

51
億
６
５
５
０
万
円

◎
歳
出
決
算
額

50
億
２
１
１
６
万
円

◎
実
質
収
支
額

１
億
４
４
３
３
万
円

◎
町
債
残
高

29
億
４
１
６
４
万
円

◎
基
金
残
高

30
億
８
２
４
７
万
円

総
括
質
問

一
般
会
計

令和元年度決算
全会一致で認定される

決算特別委員会

　コミュニティスクールでは、
地域の声を生かし、地域と一体
となって特色ある学校づくりを
進めていくことができます。
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協
議
会
の
中
だ
け
で
情
報
共

有
で
は
な
く
町
民
全
体
で
機
運

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

長
年
の
目
標
で
も

あ
り
、
昨
年
総
合
計

画
を
作
成
し
、
そ
の
中
で
、
食

料
貯
蔵
流
通
備
蓄
基
地
構
想
を

実
現
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、

我
々
だ
け
で
取
り
組
む
と
い
う

も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

﹇
自
然
体
験
学
校
に
つ
い
て
﹈

畑地議員

調
査
の
段
階
か

ら
事
業
全
体
像
が

閉
鎖
的
で
見
え
て
こ
な
い
。
目

標
と
し
て
い
る
数
値
も
低
く
見

積
も
ら
れ
て
お
り
、
幌
新
地
区

で
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

産
業
創
出
課
、
温
泉
は
総
務
課
、

化
石
は
教
育
委
員
会
と
な
っ
て

い
る
。
沼
田
町
も
各
課
を
横
断

し
て
情
報
の
共
有
と
発
信
を
進

め
て
欲
し
い
。調

査
年
で
試
験
的

な
部
分
が
あ
り
広
く

周
知
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
独

自
資
源
の
付
加
価
値
を
高
め
、

地
域
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
環
境
に
し
て
い
く
た
め
に
調

査
し
て
き
た
。

令和元年度 沼田町一般会計等歳入歳出決算認定意見の集約

令和元年度 沼田町水道事業会計歳入歳出決算認定意見の集約

1ふるさと納税について

2情報発信力の強化を

ふるさと納税返礼品の紹介

幌新地区で行われている森のようちえん
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「
議
会
広
報
」

２
０
２
０
年
１１
月
１８
日
発
行

発
行
者

沼
田
町
議
会

〒
０
７
８
―
２
２
０
２

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　本年、２月より自治振興協議会（以下「協議会」）
会長に就任しました。私自身、力不足だとは存じます
が、役目を果たせるよう頑張りたいと思います。
　令和２年は新型コロナウィルス感染症の流行で、行
政の事業が次々と自粛、中止となる中で協議会の活動
も例外でなく、グリーンルーラル事業(花の苗配布)以
外は、殆どの事業が三密になってしまうため、止む無
く中止となりました。毎年、きれいなまちづくりにボ
ランティア活動として参加されている多くの皆さんに
は残念な結果となり大変申し訳なく思いますが、改め
て例年の精力的な活動に心から敬意を表します。
　また、以前の行政サービスは行政主導で行うものだ
と思っていましたが、現在は住民が主体となって行政
との協働のまちづくりを推進し、相互協力によって実
施して明るく住み良い豊かなまちづくりに寄与するこ
とが定着してきました。
　新型コロナが今後どのように収束するのかわかりま
せんが、その中で事業をどのように展開させるのか容
易ではありません。皆さんと知恵を出し合って進めた
いと思いますのでご協力を宜しくお願い致します。

あ
と
が
き

知恵を出し合って

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏

篠
原

暁

上
野
敏
夫

畑
地

誉

伊
藤

淳

第
３
回
定
例
会
議
で
は
、

議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、

日
中
の
一
般
質
問
に
続
き
、

ナ
イ
タ
ー
議
会
を
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
議
会
モ
ニ
タ

ー
の
皆
様
を
は
じ
め
、
町
内

外
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
昼
と
夜
の
傍
聴
席
か
ら

新
た
な
手
応
え
を
感
じ
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
昼
間
、
働
い
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
と
て
も
良
い

事
で
あ
る
。
町
民
が
議
会
に

関
心
の
あ
る
話
題
を
も
っ
と

も
っ
と
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

（
傍
聴
席
の
声
）」
な
ど
多
く

の
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

初
の
試
み
の
モ
ニ
タ
ー
テ

レ
ビ
に
よ
る
議
会
中
継
（
ふ

れ
あ
い
１
階
フ
ロ
ア
ー
）
に

も
、
傍
聴
者
の
輪
が
広
が
り

ま
し
た
。

「
町
民
の
皆
様
と
共
に
議

会
は
動
き
ま
す
」
を
掲
げ
議

会
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

沼田町自治振興協議会 会長 宮
みや

脇
わき

英
ひで

樹
き

町内美化ボランティアの様子

退
任
議
員
親
睦
会
（
川
辺
敏

隆
会
長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深

め
今
年
も
退
任
議
員
チ
ー
ム
が

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
や
上
位
を
占

め
て
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ほ
ろ
し
ん
温
泉
ほ
た
る
館
に
お

い
て
総
会
、
親
睦
会
を
行
い
、

有
意
義
な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
自

治
振
興
協
議
会
（
宮
脇
英
樹
新

会
長
）
と
町
議
会
と
の
懇
話
会

を
開
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
活
動
報
告
、
行
政
区
か
ら
の

意
見
要
望
、
防
災
や
防
災
視
察

報
告
な
ど
タ
イ
ム
リ
ー
な
意
見

交
換
を
通
し
て
、
今
後
の
課
題

や
方
向
性
な
ど
を
共
有
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

退
任
議
員
と
の
交
流

10
月
12
日

自
治
振
興
協
議
会
との

懇
話
会
10
月
28
日

学ぶことの多い退任議員との交流

町づくりへの熱い協議


